
部名称 課名称 事業名称
令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

頁

環境都市推進部 環境政策課 環境学習促進事業 3,159 3,159 1

環境都市推進部 環境政策課 海洋プラスチック対策推進事業 1,935 1,935 2

環境都市推進部 環境エネルギー課
事業所向け省エネ設備等導入支援事
業

12,090 12,090 3

環境保全部 環境共生課 野生鳥獣対策事業 2,481 2,411 4

環境保全部 環境共生課 大気汚染監視事業 76,565 73,714 5

環境保全部 環境対策課 産業廃棄物事業者指導事業 18,393 16,783 6

環境事業部 環境事業管理課 水銀使用廃製品適正回収事業 36,557 36,557 7

環境事業部 資源循環推進課 ごみ啓発 4,111 3,304 8

環境事業部 環境業務課 まち美化推進事業（本庁） 28,112 28,112 9

環境事業部 環境業務課 ごみ収集 5,806,843 5,447,632 10

環境事業部 環境業務課 し尿収集 396,515 396,515 11

環境事業部 環境施設課 臨海工場運営管理 1,201,912 1,165,739 12

環境事業部
クリーンセンター管理
課

資源ごみ 309,433 309,433 13

環境事業部
クリーンセンター東工
場

東工場整備事業 911,093 893,093 14

環境事業部 環境事業所 環境事業所運営管理 78,945 78,945 15

その他事業一覧



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・環境講座の開催や環境学
習用資料の作成
・子どもを対象にした取組の
実施

　R　～　R

委託料、会場借上げ料、謝礼金等

合計 7,602 3,159

関連事業：

その他　特記事項

・環境講座の開催や環境学
習用資料の作成

・環境講座の開催や環境
学習用資料の作成
・子どもを対象にした取組
の実施

スケジュール（経過及び今後展開）

477

172

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・環境政策課

3,159

令和2年度予算額

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

7,602
事業名 環境学習促進事業

環境講座等関係経費

その他

事業

概要

堺環境戦略に掲げる「世界で活躍する環境人材の育成」に向
けて、環境学習に関する公民連携を促進し、市域における環
境学習の取組の活性化を図るとともに、未来の社会を担う子
どもや学生を対象にした環境教育を推進することにより、環
境教育都市ブランドの確立につなげる。

・環境学習における公民連携の促進
・子どもや学生を対象にした環境教育の推進

・令和3年度に設立予定のSDGs推進プラットフォームを活用
し、市域において各主体が実施する環境学習の取組の活性
化を図る。
・小学生、中学生、高校生を対象としたコンクールや講座等を
新たに実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

環境学習用資料関係経費

関西大学との地域連携事業

953

6,000

旅費、消耗品費等

印刷製本費
0

2,081

900

178

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　

1



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

普及啓発イベント関連経費

その他

1,990

800 謝礼金、消耗品費等

消耗品費、旅費160

1,775

0

事業名 海洋プラスチック対策推進事業

リユース食器導入関連経費

事業

概要

市域における使い捨てプラスチックの過剰な利用を抑制し、
必要のないプラスチックをできるだけ使用しないプラスチック
フリーなライフスタイルへの転換を促す、使い捨てプラスチッ
ク削減運動「PLASTIC-Freeチャレンジ」を推進し、SDGs及び
大阪ブルーオーシャンビジョンの達成に寄与する。

○海洋プラスチック問題に係る普及啓発の実施
○リユース食器の導入促進
　使い捨てのプラスチック製食器の削減に向けて、リユース
食器の導入を促進する。

新型コロナウイルス感染症の影響により増加しているテイク
アウト等における使い捨てプラスチック削減のため、飲食店と
連携したテイクアウトへのリユース食器導入モデル事業を実
施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 環境局・環境政策課

1,935

令和2年度予算額

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

3,077

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

287

合計 3,077 1,935

関連事業：

その他　特記事項

・使い捨てプラスチック削減の啓
発
・リユース食器のモデル導入

・使い捨てプラスチック削減の
啓発
・イベントやテイクアウトにおけ
るリユース食器の導入促進

スケジュール（経過及び今後展開）

・使い捨てプラスチック削減の啓
発
・イベントやテイクアウトにおける
リユース食器の導入促進

　R　～　R

委託費等

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　

2



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

省エネプラットフォーム継続
事業へ登録し、事業拡充を
図る。

　R　～　R

通信運搬費、消耗品費他

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

12,000

90

合計 12,090 12,090

関連事業：

その他　特記事項

省エネプラットフォーム事業
者に政令市初の登録

制度内容を見直しつつ、
引き続き実施。

スケジュール（経過及び今後展開）

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

12,090

： 環境局・環境エネルギー課

12,090

令和2年度予算額

要求額（千円）

事業名 事業所向け省エネ設備等導入支援事業

スマートファクトリー・スマートオフィス導入支援事業

事業

概要

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

11,064

12,000

90

市内の工場・事業所のエネルギー効率を改善するため、老朽化した
設備をエネルギー効率の優れた設備に更新する場合の導入費用の
一部を支援する。本事業を通じて、産業、業務部門の温室効果ガス
削減目標（2030年度までに2013年度比19％、42％）の達成に寄与
し、SDGsのﾀｰｹﾞｯﾄ“7.3エネルギー効率の改善率を増やす”の実現
をめざす。

○対象者：直近1年間のエネルギー使用量が原油換算で1,500kL未
満である市内 事業所
○募集件数：10件程度（予算の範囲内で）
○補助額：①補助率1/3、上限額50万円、②補助率1/3、上限額100
万円
○削減（補助）要件：
　省エネ診断等の受診等を条件に下記①～②のいずれかの要件を
満たすこと。
①事業所全体の温室効果ガス削減量が1t以上、削減率が1%以上、
またはデマンド値削減率が1%以上。
②事業所全体の温室効果ガス削減量が5t以上、削減率が5%以上
(かつ温室効果ガス削減量が1t以上)、またはデマンド値削減率が5%
以上。

・補助上限額を150万円から100万円に見直し。
・国の省エネプラットフォーム構築事業との連携により支援制
度の充実を図る。

通信運搬費等

3



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

●市民等からの相談対応、
アライグマ捕獲、緊急時対応
の実施

生活環境被害に係るアライグマ対応業務

合計 3,214 2,481

関連事業：

その他　特記事項

●市民等からの相談対
応、アライグマ捕獲、緊急
時対応の実施

スケジュール（経過及び今後展開）

野生鳥獣緊急時対応

軽四貨物自動車修繕料等40

1,757

320

364

： 環境局・環境共生課

2,481

令和2年度予算額

1,510

局・課名

3,214
事業名 野生鳥獣対策事業

野生鳥獣対策関連の事務及び緊急時の対応業務、また生活
環境被害に係るアライグマの捕獲業務等を行い、野生鳥獣
による被害を減少させ、人と野生鳥獣の適切な棲み分けを行
うことを目的とする。

１．生活環境被害に係るアライグマ対応業務【継続】
　●捕獲檻の設置～捕獲（市民協力）～運搬～処分先への
搬入

２．野生鳥獣緊急時対応【継続】
　●市街地でのイノシシ等出没時における捕獲対応　等

３．野生鳥獣関係修繕費、消耗品【継続】
　●鳥獣用捕獲補助用具　等

事業

概要

生活環境被害に係るアライグマへの対応は大阪府アライグ
マ防除実施計画に基づき捕獲等を行っている。令和2年度の
市域全体の捕獲頭数は例年より増加しており、令和3年度は
令和2年度を踏まえた要求額となっている。
また、大型野生獣（イノシシ等）による市街地での逸走など緊
急性の高いケースで緊急時捕獲対応を実施する。

●市民等からの相談対応、
アライグマ捕獲、緊急時対応
の実施
●軽四貨物自動車の買替

関連事業：農業振興事業（有害鳥獣対策事業）

事業費（千円）

旅費・消耗品・通信運搬費等

内容・積算等

期間

令和3年度要求額令和元年度決算額

主な要求内容 （単位：千円）

債務負担行為
要求額（千円）

　R　～　R

1,350

236

項目 2年度予算 3年度要求額

1,308

320
被害対策

修繕費・消耗品・備品購入等

4



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・阪神高速大和川線監視局
の運用開始
・音声合成装置の更新

　R　～　R

消耗品費、修繕料、委託料、他

合計 74,018 76,565

関連事業：

その他　特記事項

・H28 金岡局移設
・H29 ガス検知器・空調機更新
・H30 空調機更新
・R1 発生源テレメ・空調機更新
・R2 インターネットFAX導入

・環境大気テレメ更新

スケジュール（経過及び今後展開）

7,246

156

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・環境共生課

76,565

令和2年度予算額

62,673

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

74,018
事業名 大気汚染監視事業

大気常時監視業務

会議・研修会等

事業

概要

大気汚染防止法第22条及びダイオキシン類対策特別措置法
第26条の規定に基づき、大気汚染物質を常時監視測定する
ことにより、市民の健康の保護及び生活環境の保全を図り、
大気保全施策に資することを目的とする。

・大気汚染の常時監視は法定受託事務であり、「大気汚染防止法第22条の
規定に基づく大気の汚染の状況の常時監視に関する事務処理基準」等を遵
守して行う。
・環境基準が設定されている測定項目を重点的に、自動測定装置による測定
と分析委託による濃度測定を行う。
・大気汚染緊急時(光化学スモッグ)の措置に遂次対応するために、環境大気
テレメータシステムの運用を行う。
・測定精度維持のため保守点検を委託し、老朽化機器を更新する。
・堺市独自の分析機関を所有していないことから、有害大気汚染物質の分析
や微小粒子状物質の成分分析等を外部委託する。
・関連事業として、大規模排水事業所（10事業所）の水質汚濁物質排出量の
監視、大規模排出ガス事業所（15事業所）の排出ガス濃度等の常時監視を行
う発生源テレメータシステムの保守を行っている。

・阪神高速大和川線周辺の大気汚染状況を測定する監視局
の運用を開始する。
・光化学スモッグ予報等の発令・解除時には、防災行政無線
を用いた放送により関係施設に情報を伝達しているが、放送
に必要な音声合成装置が老朽化しているため、更新を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

大気汚染物質調査業務

環境テレメータ業務

46,076

20,540

旅費、負担金、他

各種調査委託料等

各種業務委託料等7,467

48,804

20,120

174

基本計画
　施策番号

　 　

5



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

PCB廃棄物調査指導経費

5,748

30,825 旅費、通信費、行政代執行に係る委託費等

1,974

16,419

事業名 産業廃棄物事業者指導事業

排出事業者指導経費

事業

概要

　産業廃棄物の処理に伴う環境への影響がなく,生活環境の
保全が図られ、また、産業廃棄物の発生が抑制されることに
より、新たな環境破壊の防止と資源循環型社会の形成が図
られる。
　特にPCB廃棄物は定められた期限までに処分しなければな
らないため、市域のPCB廃棄物を処分期間内に処分を終え
るように取り組みをすすめる。

○　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき排出事業
者の監視・指導・規制を行うことにより、産業廃棄物の適正処
理の推進を図る。
○　PCB特措法に基づき、定められた処分期間内に市域のＰ
ＣＢ廃棄物の処分が終えるように取り組みをすすめる。
○　処理責任者が不存在等の理由により、市内の残存する
PCB廃棄物について、PCB廃棄物の期限内処理を確実にす
るよう速やかに必要な措置を実施する。
○　産業廃棄物処理施設の自家処理施設の許可・立入検査
等を行うことにより、生活環境の保全を図る。

○　高濃度ＰＣＢ廃棄物及びＰＣＢ使用製品について、法律に
定められた処分期間が昨年度末に終了し、高濃度PCB廃棄
物等の処理が可能な施設の稼働期間が残り1年となったた
め、市域に残存するＰＣＢ廃棄物を確実に処理するよう速や
かに必要な措置を実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 環境局・環境対策課

18,393

令和2年度予算額

15,214

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

36,573

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 36,573 18,393

関連事業：

その他　特記事項

・排出事業者への報告徴収・立
入検査、改善命令等の指導
・PCB廃棄物に係る周知活動
・高濃度PCB処分期間超過に伴
う行政処分の準備

・排出事業者への報告徴収・
立入検査、改善命令等の指導
・低濃度PCB廃棄物保管者等
への指導

スケジュール（経過及び今後展開）

・排出事業者への報告徴収・立
入検査、改善命令等の指導
・高濃度PCB廃棄物保管者等へ
の改善命令・行政代執行

　R　～　R

旅費、立入検査装具、分析手数料

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・水銀使用廃製品の分別回
収の継続実施

　R　～　R

合計 39,557 36,557

関連事業：

その他　特記事項

・水銀使用廃製品の分別回
収の継続実施
・水銀使用廃製品の回収拠
点の増設

・水銀使用廃製品の分別
回収の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

238

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局　環境事業管理課

36,557

令和2年度予算額

33,152

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

39,557
事業名 水銀使用廃製品適正回収事業

収集・処理・処分経費

事業

概要

　家庭から排出される水銀使用廃製品を適正に回収・処理
（リサイクル）することにより、水銀による環境の汚染を防止
し、市民の健康の保護及び生活環境の保全を図る。また、リ
サイクルを推進する。

　家庭から排出される蛍光管、乾電池、水銀体温計等の水銀
使用廃製品について、国のガイドラインに基づき、分別（拠
点）回収、適正処理（水銀回収・リサイクル）を行う。

○　水銀使用廃製品の分別回収を引き続き実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

回収協力店関連経費

周知・啓発費用

39,265

54 乾電池回収ボックス購入費

パンフレット作成、資料等発送173

36,294

90

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

　R　～　R

講座やイベント等で使用する資料や資材

旅費・消耗品費等257195

884

476

467

463

食品ロス等啓発

合計 4,477 4,111

関連事業：

その他　特記事項

Ｈ10～各種講座等による啓発
Ｈ23～マスコットキャラクター使用
等による啓発内容の充実
H27～区局連携による啓発事業
の実施

マスコットキャラクター使用
等による市民啓発、事業
者への減量化・リサイクル
の啓発

スケジュール（経過及び今後展開）

マスコットキャラクター使用等
による市民啓発、事業者へ
の減量化・リサイクルの啓発

： 環境局・資源循環推進課

4,111

令和2年度予算額

4,418

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

4,477

内容・積算等

事業名 ごみ啓発

事業

概要

　本事業は、ごみの減量化及びリサイクルの更なる推進を図
るため、幅広い環境情報を提供することで、市民の自主的な
減量化行動の取組みを促進し、循環型社会の形成に寄与す
ることを目的とする。

○市民啓発
　・環境マスコットキャラクターを活用し、幼児・学校教育から一般の方まで全
ての世代を対象に出前講座や講習会等を行うほか、各区民まつり等の各種
イベントに参加し、情報発信や意識の醸成を行う。
　・ごみ減量ポスター展の開催と、市施設等において「ごみ減量啓発パネル
展」を実施する。
○事業者啓発
　・事業系のごみ減量情報紙を発行し、中小企業を含めた事業者を対象に情
報を発信し、事業系廃棄物の減量を進める。
○ごみ減量化推進員
　校区自治連合協議会代表者の推薦を受けたごみの適切な処理に関心のあ
る方に「ごみ減量化推進員」を委嘱し、地域関係団体等と連携することで市民
意識の高揚を図り、ごみの減量と資源化を推進する。

○上記のように、市民や事業者などを対象とした啓発を引き
続き行う要求となっている。

その他　

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

（単位：千円）
2年度予算

エコショップ・食べきり協力店

329

155 謝礼金・保険

債務負担行為
要求額（千円）

1,651 1,548出前講座・イベント等啓発

ポスター展

3年度要求額

503

施設見学会

ごみ減量化推進員

事業者啓発

４Ｒアドバイザー 100

305

904 区別開催（一般公募）

資料送付や連絡等

ごみ減量情報紙発行

報償費・カレンダー作成

201 150

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

　　　　　　　各区役所まち美化推進事業

　　　　　　　ごみ収集事業

事業の継続実施
巡視パトロールの継続、監視カメラ整備の強
化、アドプト制度登録団体の拡充に向けた取
組、路上喫煙等マナー向上重点啓発区域拡
大に向けた調整、路上喫煙等マナー向上サ
ポーター拡充に向けた取組

　R　～　R

不法投棄監視警備委託料、監視カメラ整備等

合計 28,568 28,112

関連事業： 道路管理（建設局土木部）
その他　特記事項

不法投棄多発地域の警備業者による夜間
巡回及び監視カメラによる不法投棄定点監
視、アドプト制度登録団体の拡充、マナー向
上重点啓発区域の拡大及び路上喫煙対策
防止チラシ（外国語版）の整備。

事業の検証による効果的な事業の継続
実施、路上喫煙等マナー向上重点啓発
区域の拡大等

スケジュール（経過及び今後展開）

8,037

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・環境業務課

28,112

令和2年度予算額

28,183

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

28,568
事業名 まち美化推進事業（本庁）

不法投棄防止対策費用

事業

概要

　市民・事業者・行政との協働による、新型コロナウイルスの感染拡大防止
にも繋がる、地域美化活動、路上喫煙やポイ捨てへの啓発活動や不法投棄
等の未然防止対策を推進し、市民や国内外からの来訪者に、「住みたい」「住
み続けたい」「また訪れたい」「世界文化遺産のまちにふさわしい」と思える、
清潔でマナーの良い安全・安心で快適さを実感することができるまちを創造
することを目的とする。

○不法投棄対策
　不法投棄多発地点を委託業者により夜間巡回を行うハード面と、監視カメラ
の設置によるソフト面からの監視を行うことで不法投棄の未然防止を図る。さ
らに、警察等関係機関との連携を強め、実行犯への対処を図る。
○路上喫煙等対策
　市民・事業者・来堺者等への喫煙マナー向上を図るため、視覚・聴覚から伝
える広報媒体や巡視員の巡回時の指導・過料徴収による啓発・周知を行って
いる。また、百舌鳥古墳群の世界遺産認定により外国人の方への啓発も強
化する。
○アドプト制度
　アドプト事業登録団体が自主的に行う道路清掃活動に対する清掃用具の
貸出、ボランティア保険への加入、清掃により出たごみの収集、団体による活
動内容等の情報発信を行い、活動拡大を図る。
○美化活動に対する支援
　自治会等が行う自主的な地域美化活動に対するごみ回収支援を行う。

○不法投棄対策については、これまでの対策を継続する。また、既設カメラを
他の不法投棄地点へ流用できるようにするためにも必要なカメラの点検を行
う要求としている。
○路上喫煙等対策については、禁止区域の市道・啓発活動の促進とマナー
向上重点啓発区域の拡大などを図る要求とした。
○アドプト制度については、物品貸出品のプラスチック製品をバイオマスプラ
スチックへ変更するなどSDGsを意識した要求とした。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

路上喫煙等対策事業費

アドプト制度等美化活動

4,642

15,889 巡視員報酬、広告費、啓発品、路面標示、駅頭啓発補助業務委託料等

ボランティア活動保険料、清掃用具、ごみ収集委託料等8,066

4,747

15,299

基本計画
　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

粗大ごみ電話受付等業務

5,213,481

60,456 電話等による粗大ごみの受付

5,618,843

60,456

　R3　～　R4

事業名 ごみ収集

一般廃棄物（ごみ・資源）収集運搬業務等

事業

概要

市民の生活環境の保全と公衆衛生の向上を図ることを目的として
いる。市内から発生する廃棄物の内、資源物の再利用を促進する
ため、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等関する法律
に則り、分別収集を行い、減量化・資源化も進め、循環型社会の形
成を促し、一般廃棄物の安定かつ適正な処理体制を構築する。ま
た、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策としての家庭内廃棄
物の捨て方を市民周知する。

市民が衛生的で快適な生活を保てるよう、生活ごみは週2
回、粗大ごみは申し込みの都度収集しており、再生利用が可
能な資源については、プラスチック製容器包装は週1回、缶・
びん及びペットボトルはそれぞれ月2回、小型金属は月1回の
収集を行っている。また、地域の美化環境を保つため、不法
投棄物の収集や死犬猫の収集を行うほか、市内事業者から
排出される、事業系一般廃棄物についても収集を行ってい
る。

　本年度も引き続き一般廃棄物を効率的かつ安定的・衛生的
に行える収集運搬体制を確立する。また、令和4年度に収集
運搬体制の変更を予定しており、「資源とごみの出し方便利
帳」の改訂を見込んでいる。

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

（単位：千円）

会計年度任用職員人件費関係経費

5,241,193

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

5,352,700

： 環境局・環境業務課

5,806,843

令和2年度予算額

関連事業：まち美化推進事業（本庁）

5,806,843

作成補助、全戸配布、外国語翻訳等

報酬（会計年度OB職員）3,082

その他　特記事項

平成21年10月1日より収集体制を4品目3分
別から7品目6分別に拡大。スマートフォンを
活用したごみ出しアプリの導入により、若年
層を中心に幅広く市民に情報発信できる広
報媒体の運用を開始している。

一般廃棄物の収集業務をより効率的か
つ安定的・衛生的に行えるように、市民
と協力して、更なるごみの減量化・資源
化に取り組める体制を強化する。

スケジュール（経過及び今後展開）

一般廃棄物の収集業務を安定的・衛生的に
行えるように、業者指導並びに市民啓発を
行う。また、粗大ごみ受付業務の安定的な
運用を行っていく。「資源とごみの出し方便
利帳」の作成及び全戸配布を行う。

0

合計 5,352,700

2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

5,000

動物死体収集・運搬業務委託料等

34,307

44,31341,776

生活ごみ・資源ごみ・継続・臨時ごみ収集

45,84233,970 粗大ごみ処理券印刷費等

動物死体処理に関する経費

「資源とごみの出し方便利帳」新規作成業務

3,017

基本計画
　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

　 　

事業の継続実施

　R　～　R

収集運搬業務+徴収委託業務

合計 418,200 396,515

関連事業：

その他　特記事項

事業の継続実施 事業の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

4,121

9,957

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・環境業務課

396,515

令和2年度予算額

449,801

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

418,200
事業名 し尿収集

一般廃棄物（し尿）収集運搬業務等

各公衆便所清掃警備関連業務

事業

概要

　し尿の収集処理は、廃棄物処理法上、市町村に処理責任
があることから、し尿を適正に収集処理することにより、生活
環境の保全と公衆衛生の向上を図ることを目的とする。

　一般家庭や事業所等から排出されるし尿については概ね
月２回の収集、建設現場等の仮設便所については、臨時的
に収集を適宜行うことにより、適正なし尿処理を目指す。

　・一般廃棄物（し尿）収集運搬業務については、収集世帯の
減少などにより減額要求となっている。
　・し尿システムに係る民法改正対応改修のための委託料を
要求している。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

その他

し尿処理手数料収納等システム運用・保守業務

し尿処理手数料収納等システム改修業務

400,457

3,665

警備業務+清掃業務

システム保守業務+電算事後処理業務

2,153

374,743

3,698

6,570

9,351

11



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

その他

搬入物検査受付案内等委託料等

モニタリング委託料

957,891

16,161

ごみ質分析手数料等

臨海工場運営事業に対するﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ事業1,320

1,104,230

26,536

67,573

2,253

事業名 臨海工場運営管理

臨海工場運営委託料等

事業用地賃借料

事業

概要

  市町村に処理責任が存する一般廃棄物を安定的、経済
的、衛生的かつ安全に処理し、市民の生活環境や公衆衛生
の維持・向上を図る。
　また、処理過程で発生する溶融固化物及び金属類等をでき
る限り資源化を行い、ごみの持つエネルギーを有効に活用す
る。

  PFI事業契約に基づき、特別目的会社（以下「SPC」という。）
は臨海工場で要求水準を満たす運営及び維持管理を行い、
本市は事業実施のモニタリングを行うことで、市内で発生す
る一般廃棄物を、市のごみ処理計画との整合を図りながら、
安定的、経済的、衛生的かつ安全に処理する。
　また、処理過程で発生する熱エネルギーを有効活用し高効
率発電を行い、余剰電力を売却し、処理過程で発生する溶融
固化物及び金属等をできる限り資源化する。

  SPCへのサービス購入料から売電収入を差し引いた臨海
工場運営委託料が、主な要求となる。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

令和2年度予算額

984,741

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

1,046,077

1,320

67,573

3,132

合計 1,046,077 1,201,912

関連事業：

その他　特記事項

平成25年4月　クリーンセン
ター臨海工場運営開始

引き続き、クリーンセン
ター臨海工場運営

スケジュール（経過及び今後展開）

引き続き、クリーンセンター臨
海工場運営

　R　～　R

固定費、変動費、割賦金から売電収入を差し引いたもの等

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　 　

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・環境施設課

1,201,912
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

老朽化した資源化施設の維
持補修や資源物の適正処理
を行う。

　R3　～　R6

施設修繕、維持管理業務等

合計 304,055 309,433

関連事業：

その他　特記事項

缶・びんに加えペットボトル・
プラスチック製容器包装・小
型金属の分別収集に伴う中
間処理業務を開始する。

引き続き、安定的な中間
処理及び適切な施設の維
持補修を実施する。

スケジュール（経過及び今後展開）

5,816

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

880,000

： 環境局・クリーンセンター管理課

309,433

令和2年度予算額

273,308

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

304,055
事業名 資源ごみ

施設維持管理経費

事業

概要

　家庭から分別回収された缶・びん・ペットボトル・プラスチッ
ク製容器包装、小型金属の選別・圧縮等の中間処理を施し、
資源として再利用することにより、ごみの排出量、焼却量を削
減し、循環型社会を構築することを目的とする。

　リサイクルプラザ、畑選別場、東工場一時貯留施設の運営
など、分別回収される資源ごみ（缶・びん・ペットボトル・プラス
チック容器包装、小型金属）の貯留や選別等の中間処理を行
う。

　異物等が混入することにより、適正に搬出された資源ごみ
にまで汚れが付着しリサイクルできなくなることから、適正な
分別排出の周知・理解についての啓発活動を行い、資源ご
みの適正選別を行うための施設維持管理に係る予算を要求
する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

再資源化処理経費

その他

48,443

249,796 再商品化手数料、選別業務等
6,875

50,660

251,898

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

事務費

東工場第二工場バーナー改修工事
東工場第二工場蒸気タービンガバナ更新工事

185

東工場第二破砕施設復旧工事

施設整備 377,500 911,000

東工場第二工場焼却炉壁改
修工事
東工場第二工場触媒脱硝装
置改修工事　等

東工場第二工場ごみクレーンバケット取替工事

93

（単位：千円）
2年度予算

東工場第二工場焼却炉壁改修工事

東工場第二工場触媒脱硝装置改修工事

合計 377,685 911,093

関連事業：

その他　特記事項

東工場第二工場バグフィルタ
改修工事
東工場第二工場ボイラ水管
改修工事　等

東工場第二工場計装空気
圧縮機ほか更新工事　等

スケジュール（経過及び今後展開）

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

377,685

3年度要求額 内容・積算等

： 環境局・クリーンセンター東工場

911,093

令和2年度予算額

要求額（千円）

　R　～　R

事業名 東工場整備事業

事業

概要

　市民の生活環境や公衆衛生を確保するには、一般廃棄物
の焼却施設の安定的な稼働が必要であり、施設の安定稼働
及び延命化を目的に老朽化した設備の改修を行う。

　東工場の安定的な稼働及び施設の延命化のために、老朽
化した設備の改修を行う。

　第二工場焼却炉壁や第二工場触媒脱硝装置など、老朽化
した設備の改修工事を実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

340,352

基本計画
　施策番号

5-(4) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

人材派遣委託料

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

光熱水費

修繕料

6,138

5,128

車両購入費等

車両修繕料等5,795

39,469

4,963

22,492

事業名 環境事業所運営管理

会計年度任用職員

備品購入費

事業

概要

  市民の生活環境の保全並びに、公衆衛生の安定を図るた
め、一般廃棄物の適正な処理と収集事業の安定を図る。

●一般廃棄物収集業務
  市内から排出される一般廃棄物を円滑かつ安定的に収集
を行う。
　
●ふれあいサポート収集業務
  市内在住のホームヘルパーの介護を受けている６５歳以上
の高齢者等を対象に、粗大ごみの屋内収集や生活ごみ等の
自宅前収集を実施。

●不法投棄処理業務
　市内で不法投棄された一般廃棄物を適正にリサイクル処理
を行う

　市内全域から排出される一般廃棄物を円滑かつ安定的に
収集するために必要となる費用を要求する。

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

手数料

50,106

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

54,627

： 環境局・環境事業所

78,945

令和2年度予算額

要求額（千円）

6,915

9,605

1,286

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

不法投棄廃棄物処分手数料1,510

合計 54,627 78,945

関連事業：

その他　特記事項

事業の実施 事業の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

事業の継続実施

　R　～　R

報酬、通勤手当等（12名分）

0

4,716

20,754

4,801 施設維持管理、事務費等

基本計画
　施策番号
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